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第 56回 水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（もり・みずカフェ） 

開催結果概要 

 

日 時 令和７年１月 12日（日）10:00～16:00 

場 所 モザイクモール港北４階（横浜市都筑区中川中央 1-31-1-2） 

 

内 容 

 

１ 開催趣旨 

個人県民税の超過課税（水源環境保全税）等を財源として実施する水

源環境保全・再生に係るこれまでの取組・成果について情報提供・発信

等を行うことを目的として開催した。 

 

２ 開催内容 

・水源環境保全・再生施策の紹介＆アンケートの実施 

リーフレット等を用いて施策の紹介を行うとともに、施策に関するアン

ケートを実施し、回答者にはしずくちゃんグッズ等の景品をプレゼント

する。 

・施策紹介パネルの展示 

 イーゼルを用いて、Ａ１サイズの施策紹介パネルを展示する。 

・紙芝居「かながわ しずくちゃんと森のなかまたち」読み聞かせ 

・着ぐるみ「かながわしずくちゃん」による演出 
  ・シカ等の剥製を設置 
 ・水生生物標本及びパネルの展示 
 ・施策関連動画の放映 
 ・ウッドチップ舗装 
 ・森林写真パネルの展示 
 
３ アンケート回答者数 

102名 
 
４ 開催効果 
  モザイクモール港北４階を通りがかった不特定多数の県民に対して、神
奈川県の水源環境保全・再生の取組についてＰＲすることができた。ま
た、横浜市在住の家族連れを中心に広報することができた。 

 
５ 主催 
  水源環境保全・再生かながわ県民会議  
 

情報発信チームメンバーの計 10名がもり・みずカフェブースの運営 
を行った。 

特記事項 なし 

  

82425494
テキストボックス
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参考（当日の様子） 

景品エリア 

もり・みずカフェの様子① 

 

も   

 

紙芝居の様子 

 
しずくちゃんによるＰＲ 

 

紙芝居の様子 

ウッドチップ舗装 底生生物アクリル標本 

もり・みずカフェの様子② 

もり・みずカフェ③ 
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【アンケート集計結果】

◎回収枚数 102 枚

【居住地】

1 県内 94

2 県外 3

3 回答なし 5

計 102 名

【年齢】

1 ～10代 19

2 20代 5

3 30代 25

4 40代 20

5 50代 10

6 60代 3

7 70代 1

8 80代～ 2

9 回答なし 17

計 102 名

第56回　水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（もり・みずカフェ）　アンケート集計

令和７年１月12日（日)

～10代

19%
20代

5%

30代

24%
40代

19%

50代

10%

60代

3%

70代

1%

80代～

2%

回答なし

17%

～10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

（内訳）

県内： 横浜市 43名 川崎市 ９名 未回答 42名

県外： 東京都 ３名
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Ｑ１ 神奈川県では、水源環境を保全・再生するために、県民の皆さまに特別な税※をご負担して

いただいています。このことについて、知っていましたか。

※ 平成19年度からいただいている「水源環境保全税」（個人県民税の超過課税）のこと。（納税者一人あたり年額880円）

1 知っていた 16

2 知らなかった 86

3 回答なし 0

計 102 名

Ｑ２ 水源地域の環境の保全・再生のために、特に力を入れて取り組む必要があると思うことは

何ですか。次の中からあてはまるものを1つ選んでください。

1 森林の保全・再生 62

2 河川の保全・再生 14

3 地下水の保全・再生 7

4 生活排水対策 16

5 県域を超えた上流域対策 7

6 県民が主体的に水源環境を保全する活動に取り組むための仕組みづくり 5

7 特にない、分からない 3
8 その他 1

計 115 件

【その他のコメント】

・水源環境保全税が、神奈川県で徴収されていること自体知らないのでその周知をすること。

知っていた
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84%
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河川の保

全・再生
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地下水の保全・再生

6%

生活排水対策

14%

県域を超えた上流域対策

6%

県民が主体的に水源環境を

保全する活動に取り組むた

めの仕組みづくり

4%

特にない、分からない

3%

その他
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Ｑ３ 特別な税(水源環境保全税)を活用した水源環境保全・再生の取組は、今後どうしていくべきだと

思いますか。

1 さらに取組を進め、そのために税額が増えることもやむを得ない 42

2 現在の取組を継続し、税額は変更しない 46

3 取組を縮小し、税額は減らした方がよい 6

4 2

5 わからない 2

6 その他 4

計 102 名

〇水源環境保全・再生の取組に関して、意見・感想

【水関係】

・安心して水が飲めるようになってほしい

・おいしい水がいつまでも飲みたい

【水源環境保全税・取組について】

・880円/年は意外に安いと思った。

・今後も今の活動を継続して保全・再生に努めてください。

・880円納税は知りませんでした。

・水源環境保全・再生の取組の成果が出ていることがわかりました。

・今回お話を聞いて初めて知ったことも多くありました。子どもたちの未来や人々の健康のためにも大切な取組だと

知りました。継続よろしくお願いします。

・税金のことを今まで知りませんでしたが、知れてよかったです。

・税金をこのように使えるのはいいことだと思いました。

・税金を使いすぎないで工夫して強化

・国、県、市とうまく使ってほしい

・安全に水が飲めることは特別なんだなと思いました。

・水がきれいになったらタガメとか見てみたい。

・蛇口をひねれば飲み水が出る日本の環境のために活動を続けてほしいです。

・土地を開発する際の企業への課税（〇％水質・緑を確保できないと課税＋など）

・みんなのためにお金を分ける

取組も課税も廃止する

【その他のコメント】

41%

45%

6%

2%

2%
4%

さらに取組を進め、そのために税額が増えることもやむを得ない

現在の取組を継続し、税額は変更しない

取組を縮小し、税額は減らした方がよい

取組も課税も廃止する

わからない

その他
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【県民参加】

【その他】

・とても勉強になりました。ありがとうございます。

・クイズや説明で習ってないことも知れて嬉しかったです。

・一人一人の意識を変える

・今回のイベントで知ったので、もっと認知されるようにしてもいいと思います。

・初めて知ることが多かったです。頑張ってください。

・今後も自然を大切にしていきたいと思いました。

・夏の水不足が起きないのをありがたく感じております。活動ありがとうございます。

・ありがとうございます。

・もっと学校で授業に取り入れていくべきだと思う。

・自分の住んでいる地域の飲み水がどこから来ているかは考えたこともなかったので非常に興味深かったです。水源環
境を守る取組を知らない、もしくは気づかない人が多いため、こういった取組で知ってもらうことはとても大切な事だと思
います。

・今日のイベントに参加してこの取組を知りました。

・イベント説明員の方が積極的に説明してくださる姿勢に好感が持ってました。

・これからは地域の人たちと水源について積極的に取り組んでいきたいです。
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